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第51話　スタジオ夜話（番外編）

サウンドドラマの制作
（音声調整卓）Ⅰ　概要

☆　はじめに

　梅雨の季節なのですが雨が降ったり降ら
なかったり、そうこうしているうちに沖縄
では梅雨明けとなってしまいました。また
暑い夏がやって来ます。読者皆様も熱中症
などお気を付けください。さてスタジオ夜
話番外編サウンドドラマ制作今回から制作
ツールの要、音声調整卓について考えてみ
たいと思います。機能的なことはその基本
となりますが制作過程での使い勝手を中心
にお話しを進めて行きます。今回はその第
1回です。今更的なお話しになるかと思い
ますがお付き合いよろしくお願いいたしま
す。

☆　音声調整卓って何？

　今更ですが音声調整卓とはいったい・・
録音収録機材？その使用上の目的を理解す
ると音声を扱う上でかなりオールマイティ
ーな使われ方をする機材であるとわかりま
す。そこでまず作業目的を検討してみまし
ょう。音声調整卓で行う作業は現在様々で
す。録音はもとより編集加工、コンサート
などでのPA、テーマパークなどのアトラ
クション等音声提供とその役割も多種多用
です。しかしその機材（音声調整卓）の原
点はブロードキャスティングコンソールと
いう放送業務を主たる目的に作られた音声
調整卓です。歴史的にみれば音声調整卓の
最も古いものでは単一チャンネルの音量調
整のみで送信機の過入力を防ぐ目的のもの
です。正に調整卓なのです。機器はそこそ
この大きさで専用台に置かれていたことか

ら卓（コンソール）と呼ばれたと想像でき
ます。その後複数チャンネルの調整を行う
ことができるものが登場します。ミキシン
グコンソールの誕生です。調整卓でミキシ
ングを行うという作業の原点もここにあり
ます。エンジニアは送信機への過入力を防
ぐためマイクロフォンの音声信号を調整し
ていたのです。一本のマイクロフォンの音
量調整です。マイクロフォンに入力される
音の大小の調整は音を出す人にゆだねられ
ていました。大きな声で話すときは若干
OFFで、あるいは大きな声っぽく小さめの
声でといったテクニックでカバーしていま
した。音楽の演奏ではお互いの音の大きさ
や楽器配置を工夫して放送していました。
エンジニアはその際出演者に的確なアドバ
イスをする事により不自然な調整をするこ
となく放送を行っていたのです。ミキシン
グテクニックの原点、音声調整卓の多チャ
ンネル化や様々な機能はこうした積み重ね
のハウツーの歴史的結果です。調整卓とエ
ンジニアによって、現在のマルチマイクロ
フォンとミキシングとはまた違ったアンサ
ンブルがそこには存在していたのです。

☆　録音が出来るようになったこと

　生放送が当たり前だった当時、録音が可
能になったことで大きく世界が変わります
基本的な調整卓での作業は送信機の過入力
防止と同様に録音機への過入力防止である
ことに違いはないのですが実は調整卓の機
能的なことがここで大きく変化します。マ
イクロフォンの複数化は既にこの時存在し
ていました。録音機の出現は収録した音と
マイクロフォンの音をミキシングしてさら

にそれを録音して使うことが可能となった
ことです。（SN比の問題で数は重ねられな
いという問題はある。）ここで初めて録音す
ることとその後あらためて音声を調整して
放送素材とすることミキシングテクニック
の進化です。マイクロフォンと録音されて
いる素材との融合が大切になってきたので
す。音声調整卓にも放送用の出力回路や録
音機への入出力回路が付加されましたまた
複数台の録音機も使えるようになってきま
す。音声調整卓は放送業務から録音業務で
も必要不可欠な機材と進化してゆくのです。
現在のレコーディングコンソールは当時の
音声調整卓と同様、録音を主な作業の中心
に置いた音声調整卓です。世の中に録音と
いう技術が普及しその誕生を見るのですが
今のように進化するにはまだかなりの時間
必要でした。マルチトラックレコーディン
グが可能になった時がそのきっかけとなり
ますがその間かなりの歳月が必要でした。

☆　PAの世界はどうなっているの？

　古くは大観衆の前で演説する行事などで
マイクロフォンと同時期にその音を大きく
増幅して流すという技術はありました。こ
れがPAの始まりと言えばそうなります。
しかし今日的意味とは少し違う気もします
アメリカのジャズクラブなどでビッグバン
ドをバックに歌をうたう、声がバンドの音
量に負けないようにバランス良く拡声する
電気楽器が大音量となりドラムセットの音
がその音量に負けるようになってドラムセ
ットの音をPAする。こんな感じがPAの
始まりではないかと思います。両者にはあ
きらかに時代の差がありますがスタジオ夜
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話的にはこの両者がPAの原点であると考
えています。ジャズボーカルのPAはその
後レコーディングとの関係性を重要として
発展して行きます。一方電気楽器とドラム
セットとしてのPAは電気楽器どうし、あ
るいはボーカルを含めてアコースティック
な楽器なども含めたコンサートPAという
歴史をたどります。放送業務にしても公開
録音などPA需要が多くなりました。PA
コンソールと呼ばれる音声調整卓は独自に
こうしたニーズに答え発展して行きます。
　またその機能は他の音声調整卓とは大き
く違ったものも有してもいます。

☆　音声調整卓その機能が変わった。

　アナログからデジタルに音声の世界が変
わりました。それにあわせて音声調整卓の
様相が一変します。前にお話ししたように
音声調整卓はその使用目的にあわせて進化
してきましたがアナログ時代からデジタル
の時代を迎えて目的別の専用調整卓から自
由にその機能をレイアウト出来るようにな
りました。例えば調整用のツマミひとつで
も様々な目的に使いまわせることができま
す。調整卓の入出力も自由に構成できます
夢のような進化です。ここで音声調整卓は
音声信号を直接あつかうのではなく正に調
整機能だけを担うコントローラーとなった
のです。現在でもアナログ音声調整卓は開
発されてもいます。またかなりの高性能機
種でありその存在感は大きなものです。し
かしアナログ、デジタルの賛否は別の次元
のお話しとなっています。それは音声調整
卓の調整機能はアナログの音声信号を扱う
調整卓でもコントロール機能などはデジタ

ル化されているからです。通称アナログデ
ジコンと呼ばれる調整卓です。デジタルの
進化した調整卓機能のメリットを生かした
ものです。また編集加工に特化するとPC
との連携でDAW上のミキシング機能と同
期して動かすことができるコントローラー
タイプの調整卓も開発されました。アナロ
グ、デジタルにかかわらず今日音声調整卓
はその使用目的にあわせて自由に機能レイ
アウトができる時代になったといえます。

☆　昔から変わらないものもある？

　自由な構成で高機能な音声調整卓が次々
と発表される中、今も昔も変わらないとこ
ろもあります。代表的なものに、例えば
HAヘッドアンプセクションが挙げられま
す
マイクロフォンで受けた音声は電気信号に
変換され音声調整卓に入力されます。入力
された信号は様々な調整をするため扱いや
すい信号レベルまでまず増幅します。最新
のデジタル卓でもAD変換器入力前にはこ
のアナログHAが存在しています。また考
え方にもよりますが調整機能をつかさどる
各種調整用のツマミやフェーダーなどはと
てもアナログチックな使い勝手となってい

ます。もちろんGUIの進歩によってPC上
でのコントロール（マウスなど）も可能で
すがデジタルコントロール信号で制御して
いるもののフェーダーや各種コントロール
用のポテンションメーター類はアナログの
ままです。監視用メーター類もLEDが大半
を占めていますがアナログメーターも捨て
がたい存在です。どうも人間というアナロ
グチックな存在とかかわる機器にはそうし
た部分も大切なのか考えさせられます。

☆　次回は

　今回は音声調整卓（概要）として読者皆様、
諸先輩の方々には今更というお話しにつき
あわせてしまいました。次回からはスタジ
オ夜話番外編らしく音声調整卓を様々な視
点？から取り上げサウンドドラマ制作に於
けるその在り方、使い方について細かくお
話ししてゆきます。意外な機能が付属して
いると便利とか、デジタル卓も工夫次第で
想像外の使い方があります。サウンドドラ
マ制作は創意工夫が重要！次回をお楽しみ
に。

空梅雨の空模様（も）




